
平成２０年度「学校プロフィール」 

記 述 項 目 記   述   内   容 

  

 

豊かな人間性とたくましい実践力をもった児童を育成する学校 

・児童が安心してのびのびと楽しく学べる学校 

・確かな学力と生きる力を育む学校 

・全教職員が目標を共有し，協力し合う活力ある学校 

・児童・保護者・地域のニーズを把握し，共に創り上げていく学校 

  

 

(1) 児童一人ひとりを大切にし，確かな学力の育成に努める。 

(2) 人権尊重の精神を踏まえ，児童理解に努めるとともに，一人ひとりの指導

を生かした教育の推進に努める。 

(3) 基本的な生活習慣の定着と健康安全指導の充実に努め，生きる力を育む児

童の健全育成に努める。 

(4) 学校・家庭・地域が連携を密にし，開かれた学校づくりに努める。 

(5) 自主的・積極的に研修を推進し，指導力の向上を図る。 

(6) 学校経営品質の向上に努める。 

  

 

① 相手方の区分 

児  童 保 護 者 地  域 進 学 先 

② 現在の要求・期待 

・楽しい学校 

・よく分かる授業 

・話を聞いてほしい 

・自分を認めてほしい 

・友達をたくさんつく

りたい 

・安全・安心な学校

生活 

・確かな学力の定着 

・生きる力の育成 

・豊かな心の育成 

・友達と仲良く 

・子どもたちと交流 

したい。 

・礼儀正しく思いや

りのある子の育成 

・地域を大切にする

子に育てたい 

・基本的な生活習

慣を身に付ける 

・基礎学力を身に

付ける。 

・幼・小・中の連

携 

③ 要求・期待の将来 

変化 

・上記要求の質の向上 

・勉強がわかり，楽し

くなる 

・要求の個別化・多

様化 

・情報の公開 

・交流が盛んになる 

・学校との協働事業

の実施 

・学校経営への助

言・参画 

・自ら学ぶ意欲を

持った子どもの育

成 

・心豊かにたくま

しく生きる子ども

の育成 

 

 

・家庭の教育力の格差が大きくなる。 

・地域の結びつき(人間関係)の希薄化 

・学校への責任追及の強化と説明責任の増大。 

・防災・防犯対策の必要性 

・学校ボランティアの増加 

・新指導要領施行にむけての対応 

 

 

  

 

・基礎基本の指導法研究(国語・算数科を中心に) 

・人権教育・特別支援教育・食育・英語活動等の研修の充実 

・個人の適性に応じた役割分担やキーパーソンの育成 

・教職員間の情報交換 

  

①� 要なパートナー 
保護者 

教育委員会 

専門機関 
地  域 学校評議員 

②パートナーとの 

関係の将来変化 

学校教育のあらゆ

る面で重要なパー

トナーとなる。 

総 合 的 な 調 整

役・相談役に変化 

・中学校区の幼小中の情

報交換，連携強化 

・自治会，民生児童委員

会等は学校教育の理解

者・協力者 

外部評価取り

入れ，よりよい

学校運営を探

求する協力者 

  

① 児童生徒数 

② 教職員数 

 

児童数 ５８６名  普通学級 ２０  特別支援学級 ２ 

① 教職員数  ３７名(労務員４名，介助員１名，支援員 1 名) 



 


